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活動報告    【この講座はグリーンコープ福祉組合員基金の助成金を活用して行いました。】 

 

演劇コミュニケーション授業を学ぶ 

ファシリテーター講座 ２０２２ 
2018 年から毎年続けているこの連続講座は 5 回

目となりました。今年も 6 回の講座を開きました。 

講座には１9 名が参加しました。初めて参加され

る方が 11 名。ステップアップで参加された方が６

名。飛び入りで参加された方が 2 名でした。そして

新規で参加された方 11 名のうち、ファシリテータ

ーをやってみたいと 3 名の方が手を挙げてください

ました。 

今年度も、経験豊かな一流の講師陣の講義とワー

クショップを受講でき、笑顔が絶えない楽しく充実

した講座となりました。 

 

紙幅の都合により講座の一部をご紹介します。 

（レポート 内藤 三和子） 

第３回 講師 窪田 壮史 
窪田さん（以後たけやん）は演劇が上手くなるため

のワークショップも行う人である。俳優を育てる仕

事もされていることから、視点の違いを時折説明の

中に入れられていた。 

5 分や 10 分位でできる様々なワークの後、全体で大

きな円になり、フルーツバスケットならぬ何でもバ

スケットや、恋愛限定の何でもバスケットをした。

「初恋は小学校の時」「デートの服装は迷う」「ドライ

ブのデートが好き」等々、その後グループになり、恋

愛にまつわるエピソードを一人ずつ語り、誰かのエ

ピソードを選んで演じることになった。これをたけ

やんは「プレイバックシアター」と呼んでいた。自分

の３人グループは、何と私のエピソードが選ばれて

しまった。私の記憶を二人が演じる。記憶は私の中に

あるので、私は演出の係となった。大学生と大学の先

生が演じてくれた。練習しているとたけやんから、

「ちゃんと、きゅんポイントが分かるように」という

指示があった。どこがきゅんポイントかを二人の役

者に伝えた。再現されると、「おぉ、我ながら素敵な

恋愛シーンではないか」と思った。たけやんのコメン

トは、演じる人がその人のエピソードを大切に演じ、

見る人は思い出すそこに良さがあると（確か）言われ

ていたように思う。自分の体験をその場の参加者に

見られるのは、照れくさい気もするが、演出の際に分

かるように指示する中で気づいたことがある。それ

は、過去の体験というものが、自分や関わった人だけ

のものでなく、演出をし、演じる中で広く他者に伝え

られる普遍性を持つということだった。これは、すご

いことである。良いことも素敵なことも、ひどいこと

も惨いことも、私たちは演劇によって目の当たりに

できるということだった。もっともっと演劇のこと

を知りたい、考えたいと思いながら今振り返ってい

る。 



ＮＰＯ法人えんげき広場 cue 2022年度年次報告書 

2 

 

活動報告   

 

第４回 講師 河野 哲 

河野さんは、私たちが演劇ワークショップのメイ

ン講師としてお願いすることの多い PAVLICの設立

メンバーである。PAVLIC の行うワークショップは、

演劇を普段しない人たちに演劇を通して演劇ではな

い何かに気づかせる。演劇人や演劇が好きな人のた

めのワークショップは世の中では多く行われて、

PAVLIC の行うワークショップはその意味で特殊だ

そうだ。河野さんは多くのワークショップを体験し

ながら、ワークショップそのものの特徴を考えたり、

オリジナルのプログラムをつくったりしている。こ

の日の内容は半分が講義で、半分が演習だった。 

 プログラムはオリエンテーション、アイスブレイ

ク、メインコンテンツ、リフレクションで構成され

る。学校の先生に、どういう目的でやりたいか、ＷＳ

に期待することは何か、子どもたちの課題となって

いることは何かを聞き、目的を共有して目的を達成

するためのメインコンテンツを考えて、それにつな

がるアイスブレイクを考えて、というようにプログ

ラムを構成する。 

 ファシリテーションは参加者の言動の事実を見る

「観察」に始まる。次にどのような子かを「見立て」

る。次に見立てに至る外部要因を「想像」する。なぜ

一人でいるかなど。そして、その参加者をこのような

子と「認識」する。その上でＷＳの目的を「設定」す

る。ＷＳ全体の目的とは別に人物に対して行うとの

ことだった。それは、全体の目的がその子にそぐわな

いことがある。その子自身がまだその領域に到達し

ていないあるいはその段階をもう超えているなどの

場合は、その子に合うの目的を設定する。そして、「判

断」した目的に従ってＷＳを「実行」するとのことだ

った。これらを循環的に行ったり、同時に行ったりす

るとのことだった。良いファシリテーターは観察、見

立て、想像、認識の精度が高い。 

 休憩後は「見立て」の練習を行った。課題のある子

を河野さんが演じ、参加者は「事実」を記録する。そ

して、事実とは別に「見立て」をするという演習を行

った。 

 河野さんへの質問の場面では、「見立て」と「想像」

との違いについて、「想像」は「見立て」に至る外部

要因で、家庭環境であったり、厳しい先生の前で警戒

する学校の環境だったりという例で示していた。子

どもの事実がどのように成立しているのかを捉えて

課題を設定していくファシリテーションの理論的裏

付けを知ることができた。

 

  

2022 年ファシリテーター講座 概要 

 講 師 会 場 日 時 
 

参加人数 

第１回 平田 オリザ  オンライン ８月 28 日(日)  83 名 

第２回 わたなべ なおこ 福岡県 NPO・ボランティアセンター 9 月 20 日（火）  １６名 

第３回 窪田 壮史 大橋レンタルスタジオ 205 9 月 28 日（水）  １１名 

第４回 河野 悟 筑紫南コミュニティーセンター 10 月 12 日（水）  １７名 

第５回 林 成彦 福岡県 NPO・ボランティアセンター 10 月 19 日（水）  １３名 

第６回 わたなべ なおこ 筑紫南コミュニティーセンター 12 月 14 日（水）  １４名 

 全６回 参加人数合計 オンライン 83 名 対面での参加１９名・延べ７１名 


